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杉藤重信主任研究員：本年度第2回の人間講
座を始めさせていただきます。会に先立ちま

して、森棟理事長よりご挨拶申し上げます。

森棟公夫理事長：皆さん、こんにちは。椙山

女学園理事長の森棟でございます。令和元年

の第2回の人間講座にお集まりいただきまし
て誠にありがとうございます。椙山女学園は

創立100周年の折に人間学研究センターを設
置し、それ以来このような講演会を年に4回
行っております。本日は「旅する進駐軍～米

軍文書から読み解く占領期のニッポン観光

～」というテーマで、阿部先生の研究のお話

を伺いたいと思います。阿部先生よろしくお

願いいたします。

杉藤重信主任研究員：今日お話していただく

のは、先程理事長からお話がありましたよう

に、本学の文化情報学部、阿部純一郎准教授

です。「旅する進駐軍」というタイトルがつ

いていますが、今日のトピックは「観光」で

す。観光は、最近とても重要なトピックとし

て注目されています。歴史を遡って、観光の

意味や現代の観光との違いなど様々なことを

指摘して頂けるのではないかと思います。そ

れでは阿部さんよろしくお願いいたします。

阿部純一郎准教授：ただいまご紹介いただき

ました文化情報学部の阿部と申します。よろ

しくお願いします。

　今から70年前，連合国軍に日本が占領さ
れていた時代の観光について米軍の文書を

探っていくと、これまで見えていなかったこ

とがいろいろと見えてきました。敗戦後、米

軍部隊が最初に上陸した神奈川県や、連合国

軍の総司令部が置かれた東京の占領研究は進

んでいますが、日本全国に進駐した米兵たち

が各地でどんなことをしていたかについて

は、まだ知られていないのが現状です。今回

は占領軍の娯楽やレクリエーションに注目し

ながら、愛知県に絞って話をしたいと思いま

す。

　左の写真は、最近私が調査で訪れたホテル

です。どこのホテルかお分かりになりますか

（スライド1写真左）。建物はコンクリート造
りで、外観は洋風ですが、屋根の部分が和洋
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建物は「六角堂」と呼ばれています。

　実は蒲郡ホテルは、1945年から1952年ま
で米軍の占領部隊に接収され、米兵たちが休

暇で訪れるリゾートホテルとして使用されて

いました。もしかしたら皆さんの中には、蒲

郡が米軍の保養地だったという事実を、歴史

書やテレビなどで知っている方もいるかもし

れません。

　まずは、米軍が愛知県にどのように入って

きたかを見ていきましょう。1945年8月30
日、連合国軍最高司令官マッカーサーが厚木

飛行場（神奈川県）に降り立ち、つづいて東

京に司令部を設置します。それから全国各地

に進駐していくのですが、愛知県に入るのは

神奈川県に上陸してから1ヶ月ぐらい経った
後です。これは米軍の文書ですが、どの部隊

が何月何日に日本に上陸したかが書かれてい

ます（スライド2）。西日本の場合、米軍は9
月末に和歌山から上陸して関西方面に部隊を

展開し、そのまま京都を占領して司令部を置

きます。それと同時に9月26日、一部の部
隊が陸路で京都から名古屋に進駐していま

す。この時は、本隊が入る前に、宿舎や食料

を用意したり、鉄道などの交通機関を差し押

さえるために200名ぐらいの先遣隊が訪れ、
簡単な司令部を名古屋観光ホテルに置きまし

折衷になっています。これは1930年代に日
本の建築界で流行した「帝冠様式」というス

タイルで、愛知県庁（1938年竣工）や名古
屋市役所（1933年竣工）も同じ様式です。
1934年に建築されたこのホテルの庭から後
ろを振り返ると、三河湾を望む遠浅のビーチ

が広がり、沖には島も見えます。皆様の中に

も訪れたことがある方がいらっしゃると思い

ます。答えは「蒲郡ホテル」です。今は「蒲

郡クラシックホテル」と名称を変えていま

す。ホテル内部は外観とは異なりレトロモダ

ンな雰囲気になっていて、アールデコ様式と

呼ばれています。調査と言いながらこのよう

なホテルを訪れ、観光地を巡ることができる

のは、観光研究者の特権かもしれません。蒲

郡ホテルは貴重な建物で、現在もテレビドラ

マや映画のロケ地として使われています。

スライド1

　右の写真は、70年前に蒲郡ホテルで撮ら
れたものです（スライド1写真右）。軍服を
着た男性に注目してください。この男性は日

本人ではないように見えます。奥には見送り

をしている着物姿の女性が立っており、右手

の 看 板 に は「SHUWBIDO SOUVENIR 
DEPT.」と書かれています。看板が英語で書
かれていることから、日本人ではなく外国人

向けの土産物屋だったようです。現在、この スライド2
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た。また、岡崎市や岐阜県にも部隊を展開し

ています。そして1ヶ月後の10月26日、今
度は名古屋港から本隊が2、3万人の規模で
上陸し、かつて栄の広小路通にあった大和生

命ビル（旧日本徴兵館）に司令部を構えます。

神奈川や東京に比べて、愛知の占領は１ヶ月

ぐらい遅れたという点をまずは押さえておき

たいと思います。

　米軍は10月中旬から蒲郡に駐留を開始し、
蒲郡ホテルは米兵が休暇を楽しむためのリ

ゾートホテルとして差し押さえられました。

この時、蒲郡ホテルだけでなく周囲の旅館や

娯楽場、竹島や三河大島など広大なエリアが

米軍の保養地として接収されました。元は日

本人客が海水浴などを楽しむ場所だったので

すが、接収後は日本人も気軽に入れなくなり

ます。当時の写真をみると、接収地の入口に

は「竹島レストセンター」と書かれたゲート

が建てられ、米軍の保養地であることを周囲

に示していました。『蒲郡市誌』によれば、「接

収地内の出入り口には、守衛を置いて厳重な

警戒を行い、接収地周辺には『立入禁止』の

看板が設けられた」と記されています。こう

して日本人客は蒲郡ホテルを利用できなくな

りましたが、蒲郡ホテルで働いていたのは日

本の従業員です。従業員の回想録を読むと、

戦後の混乱の中で敷地内だけは別天地を形成

しており、米兵たちがクリスマスパーティー

を行ったりしていたそうです。このような風

景が今から70年前の蒲郡に存在したのです。
　愛知県の中でなぜ蒲郡が保養地に選ばれた

のか、不思議に思われるかもしれません。第

１の理由は、戦前の蒲郡は、日本全国の観光

地の中でも外国人観光客が訪れる国際的なリ

ゾート地だったからです。竹島海岸は遠浅の

ビーチで、海水浴や潮干狩りに適しており、

風光明媚な場所でもあります。ただし、明治

の中頃までは日帰りの観光地にとどまってい

ました。それが滞在型の観光地へと変わるの

は、現在のJR蒲郡駅ができてからです。こ
れにより、沿線から多くの海水浴客が蒲郡に

訪れるようになり、その客を狙って竹島海岸

沿いに多くの旅館が建設されました。

　この蒲郡の観光地としての可能性に目をつ

けたのが、瀧兵（現タキヒヨー）の5代目社
長だった瀧信四郎です。タキヒヨーの初代創

業者は江南市の呉服商で、のちに名古屋に拠

点を移し、繊維問屋として活躍しました。信

四郎と蒲郡の観光開発との関係性は年表の通

りです（スライド3）。もともと蒲郡には瀧
家の別荘があったのですが、広く一般にも蒲

郡の魅力を伝えるため、1912（大正元）年
に料理旅館「常盤館」を開業しました。昔の

写真になりますが、奥に見えるのが蒲郡ホテ

ルで、竹島海岸のすぐ近くに建っているのが

料理旅館「常盤館」です（スライド4）。

スライド3

　信四郎は当時の有名な小説家、たとえば菊

池寛や川端康成を常盤館に無料で宿泊させ、

その見返りに常盤館を小説の題材として取り
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　蒲郡と同じように、米軍に接収されたホテ

ルは全国にたくさんあります。接収ホテルは

駐留兵の宿舎として使われる場合もあります

が、休暇をもらった米兵が休養するためのホ

テルもあります。その数は1948年時点で計
30か所です（スライド5）。場所は日光、河
口湖、山中湖、軽井沢、熱海、雲仙など、日

本有数の観光地ばかりです。このうち、日光

観光ホテル、赤倉帝国（赤倉観光）ホテル、

富士ビューホテル、志賀高原温泉ホテル、蒲

郡ホテル、琵琶湖ホテル、唐津シーサイドホ

テル、雲仙観光ホテル、阿蘇観光ホテルの９

つが、1930年代の国際観光政策のもとで新
たに外国人向けに建設されたものです（スラ

イド6）。
　これらの休暇用ホテルは、米軍発行の新聞

上げてもらったりしたそうです。現代の企業

が有名ブロガーに商品を提供し、口コミを広

げていくやり方に似ていますね。そのおかげ

で常磐館は一躍有名になったそうです。

　1930年代は蒲郡だけではなく、国を挙げ
て国際観光政策が推進された時代でした。今

で言うインバウンド政策です。外国人旅行者

を増やすため、大蔵省が低金利で資金融通し

て外国人向けの宿泊施設を作ることになり、

国が選定に入ります。いろいろな候補地が挙

がるなか、第１号に選ばれたのが蒲郡ホテル

でした。

　その後も瀧信四郎を中心に、蒲郡の竹島海

岸一帯にはカフェやレストラン、土産物屋、

卓球やビリヤードなどが楽しめる娯楽場が作

られました。また、一般の旅行者向けの宿泊

施設として「竹島館」も開業しました。信四

郎は蒲郡ホテルの建設資金が足りなければ私

財を投じ、竹島と対岸とをつなぐ竹島橋も信

四郎が寄贈したのです。

　米軍が蒲郡に狙いを定めた理由のひとつ

は、以上みてきたように、戦前から蒲郡が外

国人によく知られた国際的な観光地だったか

らです。米軍は純粋な日本旅館ではなく、こ

のような外国人向けの設備が整っている場所

を意識的に選んだのです。

スライド4

スライド5
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でも紹介されました。代表的な新聞が『Pacific 
Stars and Stripes 』です（スライド7）。「Stars 
and Stripes」とは星条旗のことで、日本語
では『星条旗新聞』とも呼ばれます。これは

主に太平洋地域に駐屯していた米兵向けに配

られた新聞で、東京の国会図書館や横浜市の

図書館などで一部閲覧できます。ここに挙げ

た新聞記事では、先程リストアップした奈良

ホテルや熱海ホテル、富士ビューホテルなど

が紹介され、休暇中に訪れるべき場所として

推奨されています。また、ホテル周辺の見所

や、ホテルでどんな娯楽が楽しめるのかとい

う情報も載せています。当時、これらの休暇

用ホテルは「Leave Hotel」、「Rest Hotel」、
「Special Service Hotel」等と呼ばれました。

スライド7

　これは奈良ホテルの紹介記事です。奈良の

法華堂（三月堂）で仏像を拝観している兵士

や、女性と向き合ってお酒を飲んでいる兵士

が映っています（スライド8）。この女性は
アメリカ赤十字の方で、ホステスとして休暇

用ホテルに派遣され、接待をしています。こ

うした写真を新聞に載せて、兵士を勧誘して

いたのです。

スライド8

　さらにいえば、接収ホテルの利用者は、日

本に駐屯する占領軍だけではありませんでし

た。たとえば朝鮮半島に駐屯していた兵士も

日本で一時的に休暇をとり、また朝鮮半島に

戻っていきました。蒲郡ホテルの利用者に

は、グアムからやってきた兵士もいました。

つまり占領期の日本観光は、日本国内だけに

閉じた動きとして捉えてはいけません。より

広く、アジア・太平洋地域に駐屯する米兵た

ちが日本観光を楽しんでいたのです。

　これまで観光をする米軍兵士の問題が、研

究の中で正面切って論じられることはありま

せんでした。占領研究では憲法改正などの政

治的な問題が中心で、休暇をとって観光して

いる兵士の話題などは周辺に追いやられてき

たのです。しかし私は、日本占領を進める上

で、米軍当局は娯楽の問題をきわめて重要視

していたと考えています。実際、進駐直後の

スライド6
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じるのでしょうか？　現在も同様ですが、こ

れは米軍兵士が日本の出入国管理を免除され

ており、入国管理統計では「外国人」として

カウントされないからです。しかし実際は占

領期にたくさんの米兵が観光していたので

す。

　蒲郡で休暇を楽しむ米兵の姿は、『Pacific 
Stars and Stripes』にも掲載されています。
これは蒲郡のビーチで遊んでいる写真、乗馬

を楽しんでいる写真、そしてクルーズ船に

乗っている写真です（スライド10）。記事を
意訳すると、「海辺で休暇を楽しみたい米兵

には、渥美湾をのぞむ上質のホテルとして、

蒲郡ホテルと竹島館がお勧め」と書かれてい

ます。また、「竹島館が運営するボートを使

えば三河大島まで約10分で上陸可能。美し
い白い砂浜にはカラフルなビーチパラソルが

立ち並び、ビールやコーラも販売している」。

さらに、「蒲郡ではビーチ以外にも乗馬、サ

イクリング、テニス、バレーボールなどが楽

しめる。ホテルには軍が派遣したレクリエー

ション担当の指導員が常駐している」とも書

かれています。この指導員は、休暇中の米兵

向けにスポーツ大会やゲーム大会を企画する

役割を担っていました。他にも、蒲郡からバ

スで名古屋に向かい、七宝焼きなどの陶器を

10月初頭に、早くもGHQは日本政府に対し
て、占領軍兵士のためにリゾートホテルやス

ポーツ競技場を用意し、さらに観光案内も提

供するよう指令を出しています。

　この指令のもとで、日本の観光ホテルが接

収されていくのですが、米軍から無理矢理に

強制されたものかというと、必ずしもそうで

はありません。日本の観光業界も戦後の経済

復興の手段として、外貨を獲得したいという

思惑がありました。どこから外貨を手に入れ

るかといった時に、お金を落としてくれるの

はアメリカ人、特に米軍だったのです。その

ため、きちんとした受け入れ体制を作り、観

光地に来てもらえるよう接客体制も整えまし

た。日本側で中心になって働いたのは、行政

では運輸省です。企業では日本交通公社（現

JTB）が精力的に働き、外国語を話せるスタッ
フを米軍基地や接収ホテルに派遣して、日本

の観光地への斡旋業務をしていました。JTB
の社史によると、1年間で約12万人の軍人・
軍属に旅行案内を行い、約5000人をツアー
に連れ出したそうです（スライド9）。かな
りの規模になっていたことがわかります。

スライド9

　ただし、当時の公的な入国管理統計を見る

と、外国人観光客は5万人程度しかいないこ
とになっています。なぜこのようなズレが生 スライド10
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販売するお土産物屋に連れて行ったり、アメ

リカ本国から取り寄せたドレスや雑貨、生活

用品を販売する「PX」に遊びに行くショッ
ピングツアーもありました。また、岐阜で鵜

飼を楽しむツアー、お寺を見に行くツアーな

どの企画もあったそうです。

　竹島館の向かいに「共楽館」という大衆娯

楽場があり、そこで映画を上映することもあ

りました。竹島館内にある宿泊者限定のバー

や土産物屋が紹介されている記事もありま

す。現在、蒲郡クラシックホテルで働いてい

る従業員の方にこの記事を見せると、「今よ

りグローバルですね」「昔はアメリカのお客

様が来て竹島の海岸を楽しんでいたのです

ね」と驚いていました。

　蒲郡ホテルの写真は多く残っています。こ

れはホテルからご提供いただいた写真です

が、「HOTEL GAMAGORI」と書かれた米軍
専用のバスです（スライド11）。その周りに
米軍兵士と紋付袴姿の支配人、三村三時さん

が写っています。写真では背中を向けて顔が

見えませんが、元従業員の自伝を読むと、「支

配人はいつも紋付袴姿で対応していた」と記

されており、これが三村支配人だと分かりま

す。この自伝は私家版として出版され一般に

流通していないのですが、『私の終戦直前か

らの五十年』という林義久さんの半生が綴ら

れたものです（スライド12写真左）。林さん
は学徒出陣の命をうけて海軍に入隊し、戦後

は1949（昭和24）年から蒲郡ホテルで働き
始めました（スライド12写真右）。自伝の中
に入社当時のホテルの様子が描かれています

ので、少し読み上げます（スライド13）。「（ホ
テルの）坂の下に警備の詰所があり、その奥

に向かって左側にずっと真赤な建物が続く。

その道の右側手前に竹島館と書かれたグリー

スライド11

スライド12

スライド13
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め、どこの場所で撮られたか分かるとのこと

です。

スライド14

　これは米兵たちが食事を楽しんでいる風景

です（スライド15写真左）。場所は蒲郡ホテ
ルのメインダイニングルームです。カーテン

もフロアランプも当時と変わっておらず、

70年間まるで時が止まったようです。座っ
ている兵士の所属部隊も肩章を見ればわかり

ます。アメリカ陸軍の第8軍の肩章と、第5
空軍の肩章が確認できます（スライド15写
真右）。このように細かく見ていくと、当時

どの部隊が蒲郡に滞在し、どれぐらいの階級

の兵士が蒲郡ホテルを利用していたかも分

かってきます。占領初期にはアメリカ陸軍の

第8軍が東日本の占領を担当し、西日本は第
6軍が担当しました。その後、第6軍は動員

ン色の木造三階建の建物があり、その横が広

場になっていてアメリカ兵がキャッチボール

をやっていた。建物の前に星条旗が翻ってい

て拡声器からは盛んに音楽が流れ、アメリカ

軍の施設の前に来たのだという実感が湧いて

くる。……（ホテルの）正面玄関を入ると入

口の三段の踏み込みのところで、アメリカ人

の可愛い子が三人遊んでいる」。当時ホテル

では米兵だけでなく、家族も呼び寄せ、一緒

に滞在していたことが分かります。「目の前

にパッと開けた眩いばかりのシャンデリアを

見上げ、広々としたロビー、今まで電気もな

い暗闇で生活していた日の多かった私には、

まるで伽の国のように目に写った。……隊長

室には本国から家庭用品が次々と運び込まれ

た。それは戦争に敗れすべてを失った私に

とっては、羨むべきものばかりであった。中

でも冷蔵庫は目を見はる。当時、日本では冷

蔵庫は氷で冷していた。しかし、届いた冷蔵

庫は電気冷蔵庫であり冷凍室もあって二段に

なっていた。私はなぜ冷凍室で氷ができるの

か当時は不思議でならなかった。又、ラヂオ

にコードが無いのに音も出るのも何故か判ら

なかった。こんな文化国家と戦争をして、日

本が勝つわけがなかった」。林さんが働き始

めた昭和24年当時に蒲郡ホテルで繰り広げ
られていた光景は、本当に豊かで夢のよう

だったということがわかります。

　米兵が遊んでいる写真も残されています。

これはビリヤードを楽しんでいる写真です

（スライド14）。占領期であることは間違い
ないですが、正確にいつ撮られたかはわかり

ません。場所は、蒲郡ホテルの地下1階の松
の間です。従業員の方によると、窓の形や天

井枠などが今も改修されずに残されているた スライド15
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解除され、所属兵士も1945年末から46年初
頭にかけてアメリカ本国に帰国したので、第

8軍が日本全国の占領業務を取り仕切ること
になります。さらに先述した名古屋市の大和

生命ビルには1946年2月から第5空軍の司令
部が置かれ、小牧飛行場を拠点に活動してい

きます。この時期は部隊の変遷が激しく細か

くて大変ですが、一つ一つ調べていくしかあ

りません。ただ一つ扉が開くと全部開いた

り、何か証言が出てくると全部わかることも

あるので、面白い作業でもあります。

　米軍の方たちが日本人と会食を楽しんでい

る写真もあります。これはクリスマスパー

ティーの様子です（スライド16）。占領時代
には米軍が圧倒的に優位な立場で、日本人は

見下されていたと思うかもしれませんが、こ

の写真を見る限り、一緒に食事するなど日米

の交流パーティーも催されていたようです。

写真中央の料理人は、竹島館の内田料理長で

す。この方のご子息が現在蒲郡で喫茶店を

やっているそうなので、今度話を聞いてこよ

うと思っています。そこで当時の写真の年代

が確定されてくると面白いなと思っていま

す。

スライド16

　これは宴会の様子です（スライド17写真
左）。注目したいのは、米軍兵士と日本人と

の距離です。米軍とそのもとで働く日本人と

の間には超えられない格差があり、日本人が

命令に従っているだけというイメージがつい

て回ります。ただ、宴会の場ということもあ

りますが、肩を組んで記念撮影しているとこ

ろから判断すると、少なからず相互の親睦も

あったのではないかと思われます。

スライド17

　これは芸者を呼んで宴会をしている写真で

す（スライド17写真右）。特徴的なのは海兵
が写っていることです。林氏の自伝には、朝

鮮戦争の頃に海軍の方たちがよく訪れていた

と書かれているので、もしかしたら1950年
代に撮られた写真かもしれません。

　これが現在入手している写真の中で一番鮮

明なもので、常盤館の宴会場とされています

（スライド18）。文献によると、米兵たちは
すき焼きを好んで食べていたようです。面白

いことに、とてもうまく箸を使って食べてい

ますね。この写真は『蒲郡市誌』にも載って

おり、帰国する米兵たちの送迎パーティーの

様子とされています。実は蒲郡は、米兵が帰

国する船を待つまでの間、娯楽を楽しむ場所

でもあったことが最近分かってきました。

　このグラフは、国内と海外に駐屯していた
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ペット（魔法の絨毯）」作戦と名付けられま

した。

　占領初期には日本軍の武装解除をするた

め、全国各地に部隊を配置する必要があり、

1945年末に占領軍兵士の数は43万人に達し
ます。しかし、その数は翌年から一気に減り

ます。平和に武装解除が終わり、みんな祖国

に帰ったのです。日本人は占領軍に対して、

日本を改革してやろうと意気込んで占領しに

きたというイメージを抱いていますが、実は

そうではなく、兵士たちは戦争が終わり、一

刻も早く帰りたかったのです。

　早くも1945年9月中旬にマッカーサーは、
「日本占領は円滑に進んでいるので、半年以

内に占領軍兵力を20万人に減らす」と発言
しています。注意したいのは、この時点では、

愛知県の占領はまだ始まってもいないことで

す。しかし、早く帰らせないと兵士から不満

が上がるので、実際には占領は終わっていな

いのに、マッカーサーはリップサービスをし

たわけです。その後、1947年2月までに計
52万人の兵士がアメリカに帰国しました。
一方、新たな補充兵も日本に入ってきます。

このように出たり入ったりを繰り返している

のが占領の初期なのです。

　では、この52万人の兵士たちはどこから
帰ったのでしょうか（スライド20）。東日本
の場合は、旧日本軍の陸軍士官学校が差し押

さえられ、帰還兵と補充兵の待機場所として

使われました。この施設は「第4補充処」と
呼ばれました。現在もこの場所は「キャンプ

座間」という米軍基地であり続けており、在

日アメリカ陸軍司令部が置かれています。こ

こで兵士たちは健康チェックなどを受け、船

が来たら横浜港からアメリカへ帰るのです。

アメリカ軍の兵力数を表しています（スライ

ド19左）。1940年から45年にかけて、つま
り第二次世界大戦中に兵力数は最大1200万
人まで増加し、ヨーロッパで勝利し、さらに

日本にも勝利して一気に減少します。これは

米兵たちが除隊して本国に帰ったからです。

たとえば1945年に約800万人いた陸軍兵士
は1947年には100万人、つまり1/8まで減少
しています。

スライド19

　戦争が終わり、兵士たちはアメリカに帰り

たいのですが、帰る船は足りませんでした。

これは米兵が帰還船にぎゅうぎゅうに詰め込

まれている写真です（スライド19右）。米軍
は作戦に面白い名前を付けるのですが、この

兵士を本国に帰らせる作戦は「マジックカー

スライド18
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一方、西日本の待機場所はどこだったかとい

うと、愛知県岡崎市の海軍航空隊基地跡にあ

りました。この航空隊基地は1944年に建設
され、1年間使用されただけでしたが、海軍
航空隊のパイロットや整備士を養成するため

の学校でした。この場所が戦後接収されて「第

11補充処」と名前を変え、帰還兵たちはこ
こで船を待ち、名古屋港からアメリカへ帰っ

ていったのです。西日本は京都に第6軍司令
部があったので、神戸港や呉港を利用してい

るのかと思いましたが、占領初期はまだ機雷

の掃海作業が終わっておらず、名古屋港が利

用されました。

スライド20

　兵士は帰りたい、帰りたいけど船が来ない

から帰れない。イライラがたまるわけです。

だから蒲郡で遊ばせたのです。800万人いた
陸軍が1/8に減り、兵士たちの帰りたい気持
ちはどんどん強くなります。戦争が終わると

いろいろな不満が上がります。この不満の捌

け口をどうするか。放っておけば不満は軍の

上層部に向けられます。それを避けるために

保養地を差し押さえて遊ばせたのです。その

ためのホテルが全国に30カ所あり、その一
つが蒲郡でした。観光だけではなく、様々な

レクリエーションを米兵に提供するのです。

これらの娯楽は占領とは無関係だと思うかも

しれませんが、全くそうではありません。娯

楽を与えることが、占領を続けるために必要

だったのです。

　兵士を遊ばせるために、日本全国のリゾー

トホテルが接収されたのですが、それ以外に

もいろいろな施設が差し押さえられました。

スポーツ施設では、横浜公園球場が差し押さ

えられて、「ルー・ゲーリックスタジアム」

と名前を変え、明治神宮球場も差し押さえら

れて「State Side Park」と名前を変えました。
甲子園も差し押さえられました。スポーツ施

設以外にも、松竹の劇場などが差し押さえら

れました。

　このように米軍用に接収された施設は全国

にどれぐらいあったのでしょうか。そのデー

タが、第8軍がまとめた占領報告書に載って
います（スライド21）。これを見ると1946
年9月、占領が始まってから1年ほどで、野
球、バスケットボール、バレーボール、トラッ

ク競技、ボクシング、ゴルフ、スイミングな

どのスポーツ施設が全国で計550か所も差し
押さえられています。それぐらい娯楽を与え

ることが、米軍にとって重要だったのです。

スポーツ施設以外にも、米軍用の劇場は約

140か所、図書館は約130か所ありました。
これが日本の占領の実態です。

スライド21



Journal of Sugiyama Human Research 2019068

第2回　人間講座報告

されています。R&R計画は1953年7月の休
戦協定後も続けられ、1958年5月には100万
人目の帰休兵が来日します。1951年の開始
以来、大体7、8年で100万人の兵士が休暇
のために日本と朝鮮を行き来したわけです。

このように兵士に休暇を与えることが、米軍

が戦争を続けるためには不可欠だったので

す。

　ちなみに、R&Rプログラムはベトナム戦
争でも実施されました。この時は、日本以外

にも香港、タイ、ハワイ、オーストラリアな

ど、アジア・太平洋地域のいろいろな観光地

に米軍保養地が作られました。

　占領期の米軍の観光は文化史的にも面白い

のですが、私たちはそれと同時に、観光と戦

争が密接に結びついていたという歴史も理解

する必要があります。

　ご清聴ありがとうございました。

付記

本報告はJSPS科研費（18K12953）の助成
を受けたものです。

　娯楽と戦争とのつながりについても最後に

見ておきましょう。1950年6月に朝鮮戦争
が始まると、アメリカから軍隊が到着するま

での間、日本に駐留していた占領部隊が朝鮮

半島に派兵されることになります。その時に

も娯楽はとても重要でした。

　1950年12月、朝鮮戦争勃発から半年たっ
た頃に「R&R」というプログラムが始まり
ます（スライド22）。「Rest & Recuperation」、
日本語に直せば「休養と回復」です。これは

朝鮮半島で戦い、怪我をしたり、精神的に疲

弊した兵士たちに、日本で一週間程の休暇を

与えて休養させ、ふたたび戦場に向かわせる

という計画です。当初は陸軍兵士を対象に始

まった計画ですが、後に空軍にも拡大し、米

軍以外の国連軍兵士も対象になりました。朝

鮮には遊ぶ場所がないため、一番近場で遊べ

る日本が選ばれました。林氏の自伝にも、「朝

鮮戦争の推移により米兵の出入りも激しく

なった。R&Rと言って戦場から交代で休暇
が与えられ、2、3日滞在して、再び戦場へ
と戻っていった。特に米軍艦艇の横浜入港に

より、休暇の水兵が一度に60人も蒲郡駅の
プラットフォームに降りたときは壮快だっ

た。……その頃は米兵に混じってカナダ、オー

ストラリア、フランス兵達も見られた」と記

スライド22


